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1. 21年２月期の連結業績（平成20年３月１日～平成21年２月28日） 

 

   

 

 

 

 

 

 

 
2. 配当の状況 

 
（注）20年２月期期末配当金の内訳 普通配当30円00銭 記念配当10円00銭 

3. 22年２月期の連結業績予想（平成21年３月１日～平成22年２月28日） 
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(百万円未満切捨て)

(1) 連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年２月期 66,461 8.3 4,272 3.9 4,243 1.8 1,560 △8.3

20年２月期 61,360 10.7 4,112 △19.8 4,169 △20.2 1,701 △26.8

１株当たり 
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産 
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

21年２月期 142 48 ― 9.1 9.5 6.4

20年２月期 150 96 149 90 10.4 10.2 6.7

(参考) 持分法投資損益 21年２月期 △10百万円 20年２月期 1百万円

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

21年２月期 47,664 21,645 37.0 1,609 34

20年２月期 42,124 20,675 39.3 1,509 46

(参考) 自己資本 21年２月期 17,631百万円 20年２月期 16,537百万円

(3) 連結キャッシュ・フローの状況

営業活動による 
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

21年２月期 4,871 △1,356 △636 23,007

20年２月期 4,196 △1,758 △1,965 20,139

１株当たり配当金
配当金総額 
(年間)

配当性向 
(連結)

純資産
配当率 
(連結)(基準日)

第１ 
四半期末

第2 
四半期末

第３
四半期末

期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

21年２月期 ― ― ― 30 00 30 00 328 21.1 1.9

20年２月期 ― ― ― 40 00 40 00 438 26.5 2.5

22年２月期(予想) ― ― ― 30 00 30 00 ― 14.9 ―

(％表示は、通期は対前期、第２四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期連結累計期間 33,220 7.9 1,570 8.7 1,490 3.5 670 23.0 61 16

通 期 69,100 4.0 4,740 10.9 4,640 9.4 2,210 41.6 201 72
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4. その他 

① 会計基準等の改正に伴う変更  無 

② ①以外の変更         無 

 
(注) １株当たり当期純利益（連結）の算定の基礎となる株式数については、40ページ「１株当たり情報」をご

覧ください。 

  

1. 21年２月期の個別業績（平成20年３月１日～平成21年２月28日） 

 

 
  

 
  

(2) 個別財政状態 

 

 
  

2. 22年２月期の個別業績予想（平成21年３月１日～平成22年２月28日） 

 

 
  
 ※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、今後の経済状

況等の変化により、実際の業績は予想値と異なる場合があります。 

  

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無

(2) 連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（連結財務諸表作成のための基本

となる重要な事項の変更に記載されるもの）

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 21年２月期 11,568,000株 20年２月期 11,568,000株

② 期末自己株式数 21年２月期 612,240株 20年２月期 611,925株

(参考) 個別業績の概要

(1) 個別経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

 21年２月期 49,136 9.0 3,921 6.4 3,886 5.4 1,699 △15.7

 20年２月期 45,069 11.5 3,685 △7.9 3,686 △7.0 2,015 4.5

１株当たり当期純利益
潜在株式調整後

１株当たり当期純利益
円 銭 円 銭

 21年２月期 155 16 ―

 20年２月期 178 83 177 58

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

 21年２月期 37,782 15,785 41.8 1,440 88

 20年２月期 32,065 14,529 45.3 1,326 19

(参考) 自己資本 21年２月期 15,785百万円 20年２月期 14,529百万円

(％表示は、通期は対前期、第２四半期累計期間は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期累計期間 24,590 10.1 1,320 △5.4 1,270 △9.0 640 △8.7 58 42

通 期 51,620 5.1 4,140 5.6 4,040 4.0 2,060 21.2 188 03
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①当連結会年度の概況 

当連結会計年度におけるわが国経済は、当初は、原油を初めとする輸入原材料価格の高騰による物価上

昇の動きが見られる一方、金融環境の変化により建設・不動産業界において大型倒産が発生するなど景

況が大きく変化し、下半期はリーマンショックから始まる世界的金融不安に端を発し、それまで堅調と

見られていた輸出産業の業績の大幅悪化を招くなど、実体経済に波及し、各種経済指標が軒並み悪化す

る「百年に一度」と形容される不況期に入ったものと見られ、今後も企業業績に加え、雇用不安を背景

に先行き不透明感が増大しています。 

 小売業界の環境につきましては、非正規雇用者をはじめとする雇用問題に加え、企業業績の大幅悪化

による給与所得などの伸び悩みや、金融資産や不動産の下落など保有資産価値の下落などによって、個

人消費意欲は大幅に減退しております。また、過去数年間における郊外型大型ショッピングモールの開

発や、都心部における百貨店等の大型増床により、総体として売り場面積が大幅に増大しており、店舗

効率が低下する要因ともなりつつあります。この結果、郊外のショッピングモールを主力としたデベロ

ッパーが倒産するなどの動きもあり、市場環境は極めて厳しいものとなっております。 

 衣料小売業界におきましては、企画から店頭販売までの期間を、可能な限り短いリードタイムでタイ

ムリーな商品供給を行い、業績を伸張させてきたSPA業態が、結果的にブランドの同質化から、一部に

顧客離れを引き起こし始めております。 

 このような状況の中、当企業集団は業態の確立と出店の促進とを積極的に行うとともに、業態変換に

よる既存店の活性化と不採算店舗の撤退とを推し進め、業容の拡大と経営効率の改善に努めてまいりま

した。 

 衣料事業におきましては、上記のような国内経済環境の悪化、衣料小売業界固有の要因等、顧客の購

買意欲が著しく減退する厳しい状況にありましたが、52週MDの本格稼動による機動的な商品投入によっ

て店頭商品の鮮度を向上させるなどしたほか、出店を91店舗行うなどした結果、売上高は前年比8.0％

増加の51,709百万円となりました。 

 雑貨事業におきましては、売上高は前年比11.0％増加の10,685百万円と、引き続き順調に拡大し、

100億円の大台を突破いたしました。 

 以上の結果、当連結会計年度における当企業集団の売上高は前年比8.3％増の66,461百万円となりま

した。 

 利益面につきましては、株式会社パル単体の売上高総利益率が前年比2.1ポイント改善したことを主

因に、連結ベースでは1.7ポイントの改善となったため、販売費及び一般管理費において、売上高対比

で前年比2.0ポイント悪化し49.3％となったものの、営業利益は前年比3.9％増加し、4,272百万円とな

りました。売上高総利益率の改善の要因は、52週ＭＤの精度向上による在庫回転率の改善などであり、

また、販売費及び一般管理費については、雇用逼迫傾向を背景とした人件費の増加が継続していたこと

が主な増加要因であります。経常利益は、前年比1.8％増加し、4,243百万円となりました。しかしなが

ら、45店舗を退店し、また、18店舗を業態転換するなどした結果、退店等に伴う固定資産除却損及び減

損等が増加し、特別損失は1,010百万円となりました。これらの結果、当期純利益は、前年比8.3％減少

の1,560百万円となり、増収減益となりました。 

  

１ 経営成績

(1) 経営成績に関する分析
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  前連結会計年度末の店舗数  481店 

   新規店舗数        107店 

   退店店舗数         45店 

   当連結会計年度末の店舗数 543店 

  

次期連結会計年度においても、わが国の経済環境は引き続き厳しさを増すものと思われ、雇用環境や個人

所得の水準が悪化することが見込まれるため、今後小売業の経営環境はますます厳しくなるものと思われま

す。 

 当企業集団においても、こうした外部要因の影響は避けられないものと考えますが、効率を重視した出店

戦略と、不採算店舗の撤退・業態転換に加え、①品番を絞り込んだ価格対応力のある戦略商品の投入、②コ

ンセプトの明確なブランドに対する積極的プロモーション、③その他のブランドについては外部スタッフ投

入による活性化、④もしくはブランドの統廃合による経営資源の集中、などにより売上の確保を図り、既存

店売上を前年対比97％の水準の低下に留める計画です。利益面では、⑤５２週ＭＤの精度の向上による粗利

益率と商品回転率の更なる向上、⑥雇用環境の変化及びシフト管理の厳格化により人件費率の低下が見込ま

れること、などにより粗利益率の改善と経費率の圧縮に努め、売上高は前年比4.0％増の69,100百万円、営

業利益は前年比10.9％増の4,740百万円、経常利益は前年比9.4％増の4,640百万円、当期純利益は前年比

41.6％増の2,210百万円を計画しております。 

  

②当連結会計年度のセグメント別の販売実績

セグメント 金額(百万円)
前年同期比
（％）

衣料事業

  フレンチカジュアル 8,750 98.2

  ユニセックス 9,304 115.4

    タウンカジュアル 10,594 105.1

  アウトレット 7,631 127.7

  ユーズド 2,405 107.6

  ナイスクラップ 13,022 106.7

    衣料事業合計 51,709 108.0

雑貨事業 10,685 111.0

その他の事業 4,066 105.8

    合   計 66,461 108.3

③当連結会計年度の店舗の状況(平成20年３月１日～平成21年２月28日)

④次期の見通し
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当連結会計年度末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、投資活動に使用した資金

が1,356百万円となり、また、財務活動により使用した資金が636百万円になりましたが、営業活動によ

り取得した資金が4,871百万円となりましたため、前連結会計年度末に比べ資金は2,868百万円増加し、

23,007百万円となりました。 

当連結会計年度における各キャッシュ・フローは次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 前連結会計年度におきましては、営業活動の結果取得した資金は4,196百万円でありましたが、当連

結会計年度は、仕入債務の増加等により、営業活動の結果取得した資金は4,871百万円となりました。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 前連結会計年度におきましては、投資活動の結果使用した資金は1,758百万円でありましたが、当連

結会計年度は、保証金の差入と返還による純支出1,113百万円があったこと等により、投資活動により

使用した資金は1,356百万円となりました。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 前連結会計年度におきましては、財務活動の結果使用した資金は1,965百万円でありましたが、当連

結会計年度は、割賦未払金の支払及び配当金の支払等により、財務活動により使用した資金は636百万

円となりました。 

(参考) キャッシュ・フロー関連指標の推移 

 
自己資本比率              ： 自己資本／総資産 

時価ベースの自己資本比率     ： 株式時価総額／総資産 

キャッシュ・フロー対有利子負債比率： 有利子負債／営業キャッシュ・フロー 

インタレスト・カバレッジ・レシオ ： 営業キャッシュ・フロー／利払い 

  

当社は、株主の方々に対する利益還元を経営の最重要政策のひとつと位置づけており、事業展開の結

果として必要な利益を確保した上で、内部留保を充実させることにより、企業体質の強化、安定化を図

り、このことを通じて株主の方々に長期にわたって安定した配当を継続することを基本方針としており

ます。 

なお、当期の配当につきましては、１株当たり30円を予定しており、次期の配当につきましても１株当

たり30円を予想しております。 

  

(2) 財政状態に関する分析

平成18年２月期 平成19年２月期 平成20年２月期 平成21年２月期

自己資本比率(%) 33.9 40.6 39.3 37.0

時価ベースの自己資本比率(%) 220.5 97.1 41.6 22.5

キャッシュ・フロー対有利子 
負債比率(%)

106.3 284.2 180.2 172.1

インタレスト・カバレッジ・ 
レシオ(倍)

55.2 20.9 28.9 32.5

(3）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当
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